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町制施行 50周年記念特集

主な内容

◎ 50 周年記念特集

　　　　　　　　　　　・・・１～７ページ

　50 周年記念事業として、町内各小学校で

児童のデザインをもとにエコキャップアー

トを制作しました。１枚の作品に 1,600 個、

合計 8,000個のキャップを使用しています。

（関連記事　７ページ）
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町制施行 50 周年記念特集②
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昭
和
47
年
（
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９
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年
）
２
月
１
日
に
町
と
な
っ
た
八
千
代
町
。
今
日
で
、
50
回
目
の

記
念
日
を
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え
ま
し
た
。
半
世
紀
の
歴
史
を
振
り
返
り
つ
つ
、
50
周
年
を
祝
し
て
行
わ
れ
た

事
業
を
振
り
返
り
ま
す
。

町制施行日発行の広報やちよ

昭和 47 年　第１回町民大運動会

昭和 53 年　第１回八千代町納涼大会
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昭和 47 年　第１回町民大運動会

昭和 53 年　第１回八千代町納涼大会

昭和 55 年頃の役場周辺

昭和 61 年　同名市町姉妹都市提携調印

平成 18 年　役場新庁舎完成

令和元年　いきいき茨城ゆめ国体開催
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記念の年を鮮やかに彩った

　記念事業として開催した今回は、例年の倍以上となる 36
団体が参加し、地域を花で彩りました。
　５月に参加団体を募って７月にかけて花壇を作り、7 月か
ら８月にかけて審査をした結果、9 団体が表彰されました。

入　賞　団　体
賞 団体名

最優秀賞 菅谷西老人クラブ

特
別
賞

区長親和会会長賞 下山川行政区
老人クラブ連合会会長賞 栗山シニアクラブ
子ども会育成連合会会長賞 西大山子ども会育成会
町民会議議長賞 太田きれいにする会
女性審査員特別賞 高野延寿会

優秀賞
水口睦クラブ
佐野東老人会
磯老人クラブ

西
大
山
子
ど
も
会
育
成
会

太
田
き
れ
い
に
す
る
会

磯
老
人
ク
ラ
ブ

栗
山
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

下
山
川
行
政
区

菅
谷
西
老
人
ク
ラ
ブ

佐
野
東
老
人
会

水
口
睦
ク
ラ
ブ

高
野
延
寿
会

花壇コンクール
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町の将来を担う中学生が登壇
こども議会

　11 月６日、八千代町こども議会が開催されました。町内２
つの中学校からそれぞれ２年生９人が選出され、18 人の生徒
がこども議会議員の委嘱を受けて議場に入りました。議会を進
行する議長も生徒が務め、全員が一般質問に登壇し町への提案
や疑問を投げかけ、野村町長と赤松教育長からの答弁に真剣に
耳を傾けていました。

委嘱書交付

答弁する野村町長と赤松教育長

一般質問に登壇したこども議会議員の皆さん
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元プロ野球選手の仁志敏久氏を講師に招いての

スポーツ講演会

町内在住・在学の中高生からデザインを募集

ナンバープレート作成

講演会の様子

採用されたナンバープレートのデザイン

講話中の仁志講師 真剣に講話を聞く子どもたち 質疑応答の様子

デザイン選考会の様子 最優秀賞を受賞した古澤さん（左） 表彰式の様子

　12 月 11 日、総合体育館で、町内のスポーツ少年
団や中学校の野球部に所属する子どもたちとその保
護者を対象に、横浜 DeNA ベイスターズファーム監
督の仁志敏久氏による講演会が行われました。「野球
への想いとスポーツの力」と題して、仁志講師は自
身のこれまでの体験から選手・指導者として感じた
ことや、野球を続けるためのアドバイスなどを話し、
参加者は真剣な面持ちで耳を傾けていました。講演
会の最後に設けられた質疑応答では多くの質問が飛
び交い、有意義な時間となりました。

　６月 15 日から９月１日にかけて町オリジナルのナ
ンバープレートのデザインを募集しました。応募総数
192 通の中から受賞者が選ばれ、11 月 15 日、役場
庁議室で表彰式が行われました。最優秀賞に選ばれた
のは、東中学校３年生の古澤愛実さん（若）のデザイ
ンです。なお、このナンバープレートは令和４年２月
１日から交付が始まりました。原動機付自転車やトラ
クター等をご登録の際には、ぜひオリジナルナンバー
をご利用ください。
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【開催日時】
２月６日（日）午後１時～
※配信は２月 20 日（日）まで視聴可能

【開催形式】　
◆オンライン視聴

「YouTube」でのライブ配信を行います。
限定公開のため、お申し込みいただいた
メールアドレスに視聴用 URL をお送り
します。
※事前申し込み制、参加無料
※人数制限なし、どなたでも参加可能
※事前に収録した映像の配信となります。

【申込方法】
右記の申込フォームから
申し込み

【申込期限】
２月４日（金）午後５時

町内の小学生がデザインして制作

エコキャップアート

男女共同参画講演と記念イベント講演の２本立て

記念講演会

川西小学校 下結城小学校

安静小学校 西豊田小学校 中結城小学校

　町内の小学校６年生の児童が、エコキャップ
運動の一環で、ペットボトルのキャップを使っ
たモザイクアートを制作しました。エコキャッ
プ運動とは、ペットボトルのキャップをゴミと
して出すのではなく、再資源化して売った利益
で世界の子どもたちにワクチンを寄贈するリサ
イクル運動です。この作品たちは、各小学校で
選んだ児童のデザイン画をもとに制作したもの
で、完成品は役場町民ホールで見ることができ
ます。ぜひご覧ください。

【スケジュール（予定）】
午後１時～午後２時 25 分
男女共同参画講演会

◇講師
　小島慶子
◇テーマ

「男らしさ、女らしさって
　　　　　　　　　　なんだろう？」

午後２時 25 分～午後３時 25 分
記念イベント講演会

◇講師
　尾木直樹（尾木ママ）
◇テーマ

「子どもも大人も居心地の良い
　学校・家庭・地域社会をめざして」

午後３時 25 分～
八千代町 PR 動画集

申込フォーム
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大
久
保
周
三
郎
さ
ん
か

ら
町
に
寄
付
を
い
た
だ

き
ま
し
た

　　

12
月
23
日
、
大
久
保
周
三

郎
さ
ん
（
築
越
六
軒
）
か
ら

町
に
１
千
万
円
の
寄
付
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
大
久
保
さ

ん
は
、
町
内
に
本
社
を
置

く
ヤ
マ
ダ
イ
（
株
）
の
創
業

者
で
あ
り
、
現
在
は
会
長
を

務
め
て
い
ま
す
。「
長
年
お

世
話
に
な
っ
て
い
る
八
千
代

町
の
た
め
に
少
し
で
も
役
に

立
て
た
ら
と
思
い
、
寄
付
し

ま
し
た
」
と
述
べ
た
大
久
保

さ
ん
に
、
野
村
町
長
は
「
大

変
あ
り
が
た
い
。
住
み
よ
い

ま
ち
づ
く
り
、
安
全
・
安
心

な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
大

切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
」と
感
謝
を
述
べ
ま
し
た
。

野村町長（左）と大久保さん（右）

八千代町新春賀詞交換会開催

八千代町消防出初式　～決意新たに士気を高揚～

八千代町新春賀詞交換会開催

日本消防協会長表彰
〇勤続章
　副団長　渡邉利明
茨城県知事表彰
〇優良消防機関
　八千代町消防団
〇永年勤続功労章
　本部指導長　生井英公
　元副分団長　土屋久士

八千代町長表彰
〇優良団員
　第１分団部長　　　中島茂
　第２分団副分団長　櫻井一樹
　第３分団班長　　　照内雅志
　第４分団部長　　　野村光平
　第５分団分団長　　髙塚正勝
　第６分団部長　　　北島健司
　第７分団部長　　　廣瀬裕一

団長表彰
〇優良団員
　第１分団班長　　　砂見和宏
　第 1 分団団員　　　生井和紀
　第 4 分団団員　　　髙橋卓也
　第 5 分団班長　　　宮本博利
　第 5 分団班長　　　古谷直樹
　第 6 分団団員　　　飯ケ谷俊之
　第 7 分団団員　　　沢木健太

消防関係者表彰（敬称略）

八千代町消防出初式　～決意新たに士気を高揚～
　１月８日、役場庁庭で令和４年八千代町消防出初式が挙行されました。
　2 年ぶりとなる今回は、新型コロナウイルス感染症対策のため、参加者を限定し式典の時間を短縮するなど規
模を縮小して、人員・姿勢・服装の点検や表彰の伝達などを実施しました。年初めに集った消防団員や西南広域
消防八千代分署員は、地域防災への心構えを新たにしました。

　１月９日、中央公民館で、町・町商工会・ＪＡ常総ひかりが共催する令和４年新春賀詞交換会が開催されました。
この会は、町の発展と活性化を図るため各分野の代表者が新春に集い、意見交換をする場として開催されていま
す。２年ぶりの開催となった今回は、参加者を絞り開催時間を短縮するなど規模を縮小して新型コロナウイルス
感染症対策を講じて行われ、95 人が参加し交流を深めました。

人員報告 表彰状は、各部門の代表者へ授与人員・姿勢・服装点検

琴と尺八の演奏でスタート ＪＡ常総ひかり
照内代表理事専務

野村町長 町商工会諏訪会長



9　　広報やちよ№ 748　2022.2 月号

日野自動車 古河工場 
期間従業員大募集！！
しっかり稼げて誇れる仕事が、ここにあります。

0120-541-376

《ご予約・お問い合わせ》
日野自動車採用センター

詳細はコチラ！>>>

9:00～19:00平日 9:00～17:00　土・祝

https://www.hino-works.infoWEB

広告

　令和４年２月 16 日（水）～３月 15 日（火）の期間、役場１階特設会場で町県民税申告
および確定申告の申告相談を行います。　　
　新型コロナウイルス感染症対策として、お客様の待ち時間短縮や効率的な会場運営の
ため、下記内容の申告は、税務署またはパソコンやスマートフォンでの申告をお願いします。

税務署またはパソコン・スマートフォンでの申告（役場会場では受付不可）

町県民税等の申告相談に関するお知らせ

①　「住宅借入金等特別控除」の適用を初めて受ける申告
②　配当所得の申告
　※総合課税・分離課税のいずれもお受けできません。
③　分離課税の申告
　　（株式・不動産等の譲渡所得、先物取引にかかる雑所得、上場株式
　　  等の配当所得）
　※ただし、土地等の収用を受けた場合には役場会場で申告可能です。
④　「日本国外に居住する親族」にかかる扶養控除等の適用を受ける申告
⑤　「雑損控除」「外国税額控除」「損失繰越」の適用を受ける申告
⑥　青色で確定申告を行う事業主の申告
⑦　確定申告書の控えに「税務署収受」の受付印を必要とする方
　※役場では確定申告書の控えに収受印の押印ができませんので、
　　直接税務署で確定申告をしてください。
⑧　消費税・贈与税・相続税に該当する方の確定申告
⑨　令和４年１月１日以前に亡くなった方の準確定申告

　国税庁ホームページ「確定申告書等作成コーナー」を利用すると、自宅で簡単に確定
申告書の作成ができます。確定申告期間中は 24 時間いつでも利用可能です。
　作成した申告書は印刷して税務署へ郵送するか、ｅ－ Tax で送信して提出してください。

（確定申告書作成コーナー： https://www.keisan.nta.go.jp/kyoutu/ky/sm/top#bsctrl）

下館税務署
住　　所：茨城県筑西市丙 116-16　筑西しもだて合同庁舎
電　　話：0296-24-2121
受付時間：月曜日～金曜日　午前 8 時 30 分～午後４時
　　　　　（相談開始は午前９時～）
　　　　     ※土・日・祝日は閉庁
　　　　　※状況によって、午後４時前に受け付けが終了
　　　　　　する場合があります。
〇確定申告会場の入場には、当日配布または国税庁 LINE 公
　式アカウントから事前に取得した入場整理券が必要です。

問い合わせ　税務課住民税係（内線１５２０）

町での申告相談

確定申告特集
（国税庁 HP）
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広告

　【持ち物】
　・本人確認書類（運転免許証、旅券、健康保険証など）
　・マイナンバーカード交付申請書兼電子証明書発行申請書
　・通知カード
　・住民基本台帳カード（お持ちの方のみ）
　※写真撮影は無料で行います。
　※申請してからカードが出来上がるまで、１カ月程度かかります。

　【カードの受け取り方法】
　「役場戸籍住民課窓口で受け取る方法」と「本人限定受取郵便で受け取る方法」があります。
　郵便での受け取りをご希望の場合は、事前に戸籍住民課住民係にお問い合わせください。

　問い合わせ　戸籍住民課住民係（内線１１２０）

マイナンバーカードを申請したい方

　【持ち物】
　・マイナンバーカード
　・パスワード（数字４桁）
　・決済サービスの ID ／ セキュリティコード

　※詳細は、マイナポイント事業ホームページをご覧ください。
　
　問い合わせ　まちづくり推進課企画政策係（内線３２１０）

マイナポイントを申し込みたい方

　※申請してからカードが出来上がるまで、１カ月程度かかります。

を申請したい方

ワクチン集団接種会場で

マイナンバーカードの申請、

マイナポイントの申し込みが

できます！

◀ マイナポイント事業
　 ホームページはこちらから

２月 26日から
開始予定
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スポーツコーナー

スポーツ大会の結果

問：総合体育館
　　℡ 0296-48-2469

　　　　　　　　　　　　　　　　（敬称略）
■第 33 回（男子）・第 43 回（女子）県西地区ミニ
バスケットボール秋季大会

〔と　き〕12 月 11 日（土）
〔ところ〕協和の杜体育館　他
〔主　催〕茨城県バスケットボール協会Ｕ 12 部会、
茨城新聞社、県Ｕ 12 部会県西地区連絡協議会

〔主な結果〕
男子の部
優　勝　八千代ミニバスケットボールスポーツ少年団

■第 72 回八千代町グラウンド・ゴルフ定期大会
〔と　き〕12 月 14 日（火）
〔ところ〕八千代町民公園
〔主　催〕八千代町スポーツ協会
〔主な結果〕

男子の部
優　勝　爲我井脩市（さくら）
準優勝　中村富夫（さくら）
第３位　諏訪兼四郎（さくら）
第４位　宮田高雄（ＦＧＧ）
第５位　小口幸男（若）
女子の部
優　勝　竹垣浩子（健友会）
準優勝　相馬順子（ＴＧＧ）
第３位　秋葉とし子（芦ケ谷）
第４位　大里よしい（ＴＧＧ）
第５位　杉田幸子（健友会）

広告 広告

男子の部で優勝した皆さん

・充実の就職指導！

・公立で授業料が安い！

・少数精鋭の授業！

（金属加工科は無料） 

２０２２入学生追加募集 

 

茨城県立筑西産業技術専門学院 

 
TEL：0296-24-1714 

 

〒308-0847 筑西市玉戸 1336-54 

入試の日程など詳しいことは 学院ＨＰへ

 機械システム科 システム科システム科 電気工事科 科科 金属加工科 

体験・見学 随時可能！お気軽にお問い合わせください。

オープンキャンパス開催中！

広告 広告
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町公式アプリを登録すると、
町公式 SNS が簡単に見ること
ができます。

Topicsまちの話題
iPhone 版 Android 版

中結城小学校での上演の様子

　
文
化
庁
主
催
の
「
文
化
芸

術
に
よ
る
子
供
育
成
総
合

事
業
」
の
一
環
と
し
て
、
10

月
26
日
に
下
結
城
小
学
校
、

12
月
６
日
に
中
結
城
小
学

校
で
「
劇
団
野
ば
ら
」
が
巡

回
公
演
を
実
施
し
ま
し
た
。

公
演
で
は
、
創
作
劇
「
あ
し

た
あ
さ
っ
て
し
あ
さ
っ
て
」

が
上
演
さ
れ
、
児
童
た
ち

は
間
近
で
見
る
舞
台
演
者

の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
見

入
っ
て
い
ま
し
た
。

文
化
芸
術
に
触
れ
て
み
よ
う

町
内
小
学
校
で
文
化
芸
術
巡
回
公
演
事
業
を
実
施

消毒器を寄贈した生徒たち

　

12
月
２
日
、
県
立
八
千

代
高
等
学
校
の
３
年
次
生

３
人
が
、
町
に
足
踏
式
の

ア
ル
コ
ー
ル
手
指
消
毒
器

を
寄
贈
し
ま
し
た
。
こ
れ

は
生
徒
た
ち
が
「
人
の
役

に
立
ち
、
簡
単
に
修
理
で

き
、
繰
り
返
し
使
え
る
も

の
を
作
ろ
う
」
と
課
題
研

究
と
し
て
、
設
計
か
ら
取

り
組
み
完
成
さ
せ
た
も
の

で
す
。
役
場
庁
舎
入
口
に

設
置
し
活
用
し
て
い
ま
す
。

人
の
役
に
立
つ
も
の
を
作
り
た
い

八
千
代
高
校
の
生
徒
が
足
踏
式
の
消
毒
器
を
寄
贈

　

12
月
１
日
、
イ
オ
ン

モ
ー
ル
下
妻
で
八
千
代
町

と
下
妻
市
合
同
で
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を

開
催
し
ま
し
た
。
八
千
代

町
か
ら
は
５
人
が
参
加
し
、

認
知
症
に
つ
い
て
の
講
話

や
認
知
症
の
方
に
ど
う
接

す
る
か
の
寸
劇
な
ど
を
通

じ
て
、
認
知
症
へ
の
理
解

を
深
め
る
と
と
も
に
地
域

で
自
分
た
ち
が
で
き
る
支

援
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

受章した生井さん（右）
　

12
月
６
日
、
元
消
防
団

長
の
生
井
伸
一
さ
ん
（
粟

野
）
が
秋
の
叙
勲
で
瑞
宝

単
光
章
を
受
章
し
、
そ
の

報
告
の
た
め
、
野
村
町
長

を
訪
れ
ま
し
た
。
生
井
さ

ん
は
、
昭
和
54
年
か
ら
消

防
団
員
と
し
て
約
35
年
に

わ
た
り
地
域
防
災
に
尽
力

し
、
平
成
23
年
４
月
か
ら

退
団
す
る
平
成
26
年
３
月

ま
で
消
防
団
長
を
務
め
ま

し
た
。

消
防
団
員
と
し
て
地
域
防
災
に
貢
献

生
井
伸
一
さ
ん
が
秋
の
叙
勲
で
瑞
宝
単
光
章
を
受
章

地
域
で
温
か
く
見
守
る

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
開
催

養成講座の様子

クリスマス会の様子

　

12
月
12
日
、
町
家
庭
教

育
推
進
協
議
会
が
子
育
て

支
援
事
業
の
一
環
と
し

て
、
中
央
公
民
館
で
ク
リ

ス
マ
ス
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

や
人
形
劇
、
ミ
ニ
ゲ
ー

ム
、
ク
リ
ス
マ
ス
ミ
ニ
コ

ン
サ
ー
ト
な
ど
が
盛
り
込

ま
れ
た
ひ
と
足
早
い
ク
リ

ス
マ
ス
を
、
事
前
に
申
し

込
み
を
し
た
15
組
の
親
子

が
楽
し
み
ま
し
た
。

親
子
で
ひ
と
足
早
い
ク
リ
ス
マ
ス

子
育
て
支
援
事
業
「
ク
リ
ス
マ
ス
会
」
を
開
催

啓発活動の様子
　

12
月
６
日
と
９
日
、
町

民
生
委
員
児
童
委
員
協
議

会
が
民
生
委
員
の
活
動
を

知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
町
内

の
ス
ー
パ
ー
な
ど
２
カ
所

で
啓
発
品
や
チ
ラ
シ
の
配

布
を
実
施
し
ま
し
た
。
町
で

は
47
人
の
民
生
委
員
・
児
童

委
員
と
３
人
の
主
任
児
童

委
員
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

気
が
か
り
な
こ
と
が
あ
れ

ば
、
地
域
の
民
生
委
員
に
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

地
域
の
皆
さ
ん
に
活
動
を
知
っ
て
も
ら
お
う

民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
啓
発
活
動
を
実
施
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Topicsまちの話題

感謝状を受けた皆さん

　

12
月
23
日
、
火
災
被
害

拡
大
防
止
に
貢
献
し
た
と

し
て
、
八
千
代
第
一
中
学

校
の
２
年
生
10
人
に
町
が

感
謝
状
を
贈
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
12
月
10
日
に
発

生
し
た
そ
の
他
火
災
に
お

い
て
、
下
校
中
の
生
徒
が

気
が
付
き
、
町
と
広
域
消

防
へ
迅
速
に
情
報
提
供
し

た
こ
と
で
被
害
の
軽
減
に

つ
な
が
っ
た
こ
と
を
称
え

た
も
の
で
す
。

迅
速
な
行
動
に
感
謝八

千
代
一
中
生
10
人
に
感
謝
状

マルシェ会場の様子

　

12
月
19
日
、
八
千
代
グ

リ
ー
ン
ビ
レ
ッ
ジ
で
第
２
弾

と
な
る
八
千
代
虹
色
マ
ル

シ
ェ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
大
洗
町
と
大
子
町
か

ら
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
な
ど
が
出

店
。
町
か
ら
は
白
菜
を
使
っ

た
常
陸
牛
１
０
０
％
の
パ
テ

と
ソ
ー
ス
の
「
白
菜
バ
ー

ガ
ー
」
が
登
場
し
ま
し
た
。

天
候
に
も
恵
ま
れ
、
会
場
は

約
１
２
０
０
人
の
来
場
者
で

賑
わ
い
ま
し
た
。

み
ん
な
が
笑
顔
で
つ
な
が
る

八
千
代
虹
色
マ
ル
シ
ェ
第
２
弾
を
開
催

　

12
月
16
日
、
町
と
県
警

本
部
、
下
妻
警
察
署
、
県

防
犯
協
会
、
下
妻
地
区
防

犯
協
会
が
協
力
し
、
町
内

の
住
宅
を
訪
問
し
て
住
宅

防
犯
診
断
を
実
施
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
空
き
巣
や

窃
盗
被
害
を
防
止
し
住
民

の
防
犯
意
識
を
高
め
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
お
り
、

訪
問
先
で
は
自
宅
で
の
防

犯
対
策
確
認
を
住
民
と
一

緒
に
行
い
ま
し
た
。

受賞した増山さん（右）
　
国
税
庁
と
全
国
納
税
貯
蓄

組
合
連
合
会
が
共
催
し
た

「
中
学
生
の
税
の
作
文
」
で
、

八
千
代
第
一
中
学
校
３
年
生

の
増
山
純
さ
ん
（
水
口
）
が

八
千
代
町
長
賞
を
受
賞
し
、

12
月
21
日
に
表
彰
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
増
山
さ
ん
は

「
ま
さ
か
賞
を
も
ら
え
る
と

は
。
自
分
た
ち
が
払
っ
た
税

金
が
、
い
ろ
い
ろ
な
形
で
活

か
さ
れ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
」と
喜
び
を
語
り
ま
し
た
。

税
金
に
つ
い
て
考
え
る

税
に
つ
い
て
の
作
文
の
表
彰
式
を
実
施

自
宅
の
防
犯
対
策
を
再
確
認

関
係
機
関
が
協
力
し
て
住
宅
防
犯
診
断

住宅防犯診断の様子

表彰・感謝状を受けた保護司の皆さん

　
12
月
23
日
、
第
60
回
県
更

生
保
護
大
会
で
表
彰
・
感
謝

状
を
授
与
さ
れ
た
保
護
司

の
皆
さ
ん
が
野
村
町
長
を

訪
れ
ま
し
た
。
令
和
３
年
11

月
で
保
護
司
を
退
任
し
、
法

務
大
臣
感
謝
状
を
受
け
た

西
村
勝
夫
さ
ん
（
若
）
ら
４

人
か
ら
授
与
の
報
告
を
受

け
た
野
村
町
長
は
「
日
頃
か

ら
、
更
生
保
護
へ
の
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」

と
感
謝
を
述
べ
ま
し
た
。

保
護
観
察
・
犯
罪
予
防
活
動
に
感
謝

４
人
の
保
護
司
が
表
彰
・
感
謝
状
を
授
与

受章した相澤さん（左）
　

12
月
23
日
、
下
妻
地
区

防
犯
連
絡
員
協
議
会
安
静

分
会
長
の
相
澤
丈
さ
ん（
村

貫
西
）
が
、
全
国
防
犯
協

会
連
合
会
長
か
ら
の
防
犯

栄
誉
銅
章
受
章
を
報
告
す

る
た
め
、
野
村
町
長
を
訪

れ
ま
し
た
。
野
村
町
長
は

「
受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
今
後
も
安
全
・
安

心
な
ま
ち
づ
く
り
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
」
と
お
祝
い

の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

地
域
の
安
全
活
動
に
尽
力

全
国
防
犯
協
会
連
合
会
か
ら
防
犯
栄
誉
銅
章
を
受
章
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小
こ

　菅
すげ

奏
かな

　人
と

さん（中結城小３年）

　

ぼ
く
の
大
好
き
な
人
は
、
お
兄
ち
ゃ
ん
で
す
。
い

つ
も
、
一
緒
に
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
、
サ
ッ
カ
ー
を
し
た

り
し
て
遊
ん
で
く
れ
ま
す
。

　

お
兄
ち
ゃ
ん
は
、
サ
ッ
カ
ー
を
や
っ
て
い
る
の
で

ボ
ー
ル
を
け
っ
た
り
す
る
の
が
、
上
手
で
す
。
ぼ
く
も
、

お
兄
ち
ゃ
ん
み
た
い
に
、
上
手
に
な
り
た
い
で
す
。

　

ぼ
く
に
は
も
う
１
人
、
中
学
生
の
お
兄
ち
ゃ
ん
が

い
ま
す
。
宿
題
で
分
か
ら
な
い
所
が
あ
る
と
、
教
え

て
く
れ
る
や
さ
し
い
お
兄
ち
ゃ
ん
で
す
。

　

た
ま
に
、
け
ん
か
も
す
る
け
ど
、
ぼ
く
は
、
お
兄
ち
ゃ

ん
た
ち
が
大
好
き
で
す
。

　

い
つ
も
あ
り
が
と
う
。
こ
れ
か
ら
も
い
っ
ぱ
い
遊
ん

で
ね
。

優
ゆう

　志
し大 好 き な人

笑顔がいいね !♥

さん （兄）

大
好
き
な
お
兄
ち
ゃ
ん

み ん な の 広 場

八
千
代
文
芸
俳
句
会
選

　のびのびとした
中ですくすく育っ
てね♪近所の方か
らも可愛がって頂
いている人気者の
あっちゃん♥大好
きだよ～♥

父　真也さん
母　麻衣さん

稲
い な ば

葉　明
あ す か

日香ちゃん　
令和 2 年 2 月 24 日生まれ
 　　　　　　　　（根ノ谷）

　お子様の成長の記録を、広報やちよに掲載してみま
  せんか？お申し込みの際は、右下のＱＲコードを読み
  取り、メール作成画面で氏名等を入力、画像を１枚
  添付してお送りください。送信後は、確認のため下記
  までお電話ください。

  対象年齢　生後１歳～３歳くらいまで
  掲 載 月　決まり次第、お電話にて
　　　　　  お知らせします。
  申込締切　毎月５日頃
　　　　　  ※翌月以降の広報紙に掲載　

   問い合わせ
   秘書課広報・シティプロモーション係（内線３５１０）

 笑顔がいいね！写真募集 
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※みんなの広場では、みなさんからの投稿をお待ちしています。
詳しくは、秘書課広報・シティプロモーション係まで
TEL 0296-48-1111（内線 3510）

町長コラム vol.16

新型コロナ（第６波）対策について

　１月 19 日、国内で新たに確認された新型コロナの感
染者数が初めて４万人を超え 41,487 人、茨城県におい
ても 393 人が感染と最多を更新し、八千代町において
も直近の１週間で 16 人の陽性者が出たことを受け、子
育て対策についてお話しする予定を変更し、当町の新
型コロナ対策を考えていきます。ご了承ください。
　感染の第６波は爆発的な広がりを見せ、どこまで増
えるか見通せない状況下にあります。現在東京におい
ては、90％がオミクロン型に入れ替わったとされてい
ます。日経ニュースによりますと、オミクロン型は①
潜伏期間は３日程度（デルタ株は５日程度）②感染症
持続期間は発症後３～５日で感染リスクが低下③感染
力はデルタ型の２～３倍となるが重症化率は低いと発
表しています。特徴として非常に強力な感染力があげ
られるとしています。
　八千代町では、12 歳以上のワクチン接種対象者のう
ち 93％が２回目のワクチン接種を終えていますが、ワ
クチンの感染予防効果は一定期間を経過すると低下す
るため、追加接種（３回目）が必要となります。この

３回目の追加接種を受けることにより、感染予防効果
が回復し重症化を防ぐことになるので、すでに２回ワ
クチン接種を受けている方が追加接種を受けていただ
くことは、大変重要となります。
　町では、医師会との連携により今回も医療従事者、
高齢者施設入居者、一般の高齢者の順にワクチン接種
のご案内をさせていただきますが、あわせて消防団員
や教職員など防災・教育などの関係者を若干優先させ
ていただきます。ご理解ください。
　現在、12 月末より医療従事者と高齢者施設入居者の
方からワクチン接種を進めており、１月後半から個別
接種を開始、そして２月 26 日から中央公民館において
集団接種を開始いたします。先に行った２回のワクチ
ン接種から接種スケジュールを検討し、計画的に行い
ますので、町民の皆さまには役場からのご案内により、
何卒ご協力くださるようお願い申し上げます。
　なお、町ではオミクロン型の特徴を踏まえた公共施
設等の利用についての考え方を整理していますので、
各行政区などでも参考としてください。

   編集後記　～ 50 周年記念号に寄せて～　

町制施行 50 周年記念ロゴ

背景の星の一部
→ や

50th の「5」
→ ち

背景の星の一部と
50th の「0」→ よ

50th の「t」
→ ま

50th の「h」
→ ち

【ロゴについて】
　ひらがなの「やちよまち」で全体を構成し、町の将来像として掲
げる「小さくてもキラリと輝く」という言葉、そして記念ロゴとい
うことから、星とリボンをモチーフとしてデザインしました。
　また、八千代町の未来への希望をイメージした、果てしなく広が
る空のような澄んだ青色をメインカラーとし、リボンには町制施行
50 周年記念にふさわしい鮮やかな赤色を配色しています。

　今後も、皆さまに町の情報を分かりやすく伝えられる広報紙の作
成に取り組んでまいります。

――――――――――――　　町制施行 50 周年ロゴを形作る「やちよまち」　　――――――――――――

   編集後記　～ 50 周年記念号に寄せて～　

　ひらがなの「やちよまち」で全体を構成し、町の将来像として掲
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お知らせ版
№ 723

役場へのお電話は、代表番号におかけのうえ、
電話交換担当に内線番号をお申し付けください。

0296-48-1111

事
務
所

相
談
料　

無
料

申
込
方
法　

各
司
法
書
士
事
務
所

へ
申
し
込
み
（
完
全
予
約
制
）

　

茨
城
司
法
書
士
会

　

０
２
９
‐
２
２
５
‐
０
１
１
１

　

５
月
に
開
催
予
定
の
令
和
４
年

度
茨
城
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大

会
「
個
人
競
技
」
へ
の
参
加
希
望

者
を
募
集
し
ま
す
。
左
記
の
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
か
ら
詳
細
を
ご
確
認
の
上
、

役
場
福
祉
課
、
施
設
、

学
校
あ
て
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

　

茨
城
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
・
文

化
協
会

　

０
２
９
‐
３
０
１
‐
３
３
７
５

　

農
業
振
興
地
域
と
は
、
農
用
地

を
守
る
た
め
に
指
定
さ
れ
た
地
域

で
す
。
地
域
内
の
農
用
地
を
農
業

以
外
に
使
用
す
る
場
合
は
、
農
業

振
興
地
域
か
ら
の
除
外
手
続
き
が

必
要
に
な
り
ま
す
。
自
己
住
宅
の

建
築
や
駐
車
場
の
整
備
等
の
計
画

が
具
体
化
し
、
除
外
を
希
望
す
る

方
は
、
事
前
に
相
談
の
う
え
、
受

付
期
間
内
に
必
要
書
類
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間　

３
月
１
日
（
火
）
～

31
日
（
木
）　

※
除
外
手
続
き
に
は
７
カ
月
ほ
ど

の
期
間
を
要
し
ま
す
。
計
画
的
に

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

産
業
振
興
課
農
政
係

　
（
内
線
２
２
４
１
）

　

茨
城
司
法
書
士
会
で
は
、
２
月

を
「
相
続
登
記
は
お
済
み
で
す
か

月
間
」
と
し
、
皆
さ
ま
か
ら
の
相

続
登
記
に
関
す
る
ご
相
談
を
受
け

付
け
ま
す
。

期
間　

２
月
１
日
（
火
）
～
28
日

（
月
）
※
土
日
祝
日
を
除
く

実
施
場
所　

県
内
の
各
司
法
書
士

　　　　

就
職
に
関
す
る
悩
み
や
不
安
を

お
持
ち
の
方
向
け
に
、
無
料
相
談

会
を
行
い
ま
す
。

日
時　

２
月
17
日
（
木
）
午
後
２

時
～
４
時

場
所　

中
央
公
民
館
１
階
会
議
室

対
象
者　

就
職
の
悩
み
が
あ
る
15

歳
か
ら
49
歳
ま
で
の
人
ま
た
は
保

護
者
・
関
係
者

申
込
期
限　

２
月
16
日
（
水
）

　

い
ば
ら
き
県
西
若
者
サ
ポ
ー
ト

ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

０
２
９
６
‐
54
‐
６
０
１
２

　

ス
ト
レ
ス
を
抱
え
て
元
気
の
な

い
方
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
悩
み
の

相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時　

２
月
25
日
（
金
）
午
後
１

時
30
分
～
４
時

場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー

相
談
料　

無
料

申
込
方
法　

前
日
ま
で
に
電
話
で

予
約
（
完
全
予
約
制
）

　

保
健
セ
ン
タ
ー

　

０
２
９
６
‐
48
‐
１
９
５
５　

問

お

知

ら

せ

TEL

TEL

２月の納税等
国民健康保険税（第８期）

後期高齢者医療保険料（第８期）
介護保険料（第６期）

納期限は 2 月 28 日（月）です

　国保年金課（内線 1310）
　　　　　　  （内線 1330）
　長寿支援課（内線 1240）

問

問

TEL

問

問

防災行政無線を用いた情報伝達試験を実施

　地震・津波や武力攻撃などの発生時に備え情報伝
達試験を行います。これは全国瞬時警報システム（Ｊ
アラート）を用いたもので、八千代町以外の地域で
もさまざまな手段で情報伝達試験が行われます。

日　　時　２月 16 日（水）午前 11 時ごろ
伝達手段　防災行政無線
　　　　　※町内に設置してある防災行政無線から
　　　　　　一斉に放送されます。
放送内容　上りチャイム音
　　　　　「これは、Ｊアラートのテストです。」
　　　　　「こちらは、防災八千代です。」
　　　　　下りチャイム音

※Ｊアラートとは、地震・津波や武力攻撃などの緊
　急情報を、国から人工衛星などを通じて瞬時に伝
　えるシステムです。

問い合わせ
消防交通課防災危機管理室（内線３４１０）

TEL

問

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

茨
城
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ

大
会
参
加
者
募
集

募

集

就
職
の
悩
み
や
不
安
を
相

談
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

２
月
は
「
相
続
登
記
は
お

済
み
で
す
か
月
間
」

農
業
振
興
地
域
の
除
外
手

続
き
に
つ
い
て

「つくば地域図柄入りナンバー」で
地域の魅力を発信しよう

交付手数料（寄付金は含まれていません）
標板種類 料金

中型標板（普通乗用車など） 7,580 円
中型標板（軽自動車） 7,640 円
大型標板（大型バス、
大型トラックなど） 11,210 円

寄付金
1,000 円以上を寄付すると、
フルカラーの図柄入りナンバー
プレートを選択できます。

申込方法
右記の図柄ナンバー申込サービス
から申し込むか、お近くのディー
ラーや整備工場にご相談ください。

問い合わせ
まちづくり推進課企画政策係（内線３２１０）

図柄ナンバー
申込サービス

（例）登録自動車（自家用）
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●人口 21,281 人 (1,146) ●男 11,123 人 (901) ●女 10,158 人 (245)
●世帯数 7,648 世帯 (965)　　（　）内は外国人で内数

【人口と世帯数】
 １月１日現在

防災行政無線の放送内容は電話で確認ができます 0296-49-4321
 

令和４年度　会計年度任用職員を募集します
任用期間　令和４年４月１日（金）～令和５年３月 31 日（金）　※職種により、期間が短いものがあります。
勤務形態　パートタイム　　　　　   　　　　　　　　募集職種　事務補助職、補助員、労務職
選考方法　書類審査および面接　　　　　　　　　　   申込期限　２月 25 日（金）
申込方法　事前に電話連絡のうえ、会計年度任用職員申込書を町ホームページからダウンロードし、担当課へ提出
　　　　　  （障がいのある方は、手帳の写しを添付）※書類提出時に、簡単な面接を行います。
受付時間　午前８時 30 分～午後 5 時 15 分　※土日祝日を除く
※社会保険、雇用保険の加入は雇用形態により異なります。

【募集内容】

職名など 任用
人数 業務内容 応募資格

等 勤務場所 勤 務 日
勤務時間 賃金等 担当課等

連絡先

事務補助員

２人 各種証明書の発行、
マイナンバーの受付

特になし

戸籍住民課
（庁舎１階）

月～金のうち週４日
午前８時 30 分～午後５時のうち 6 時間

時給
897 円以上

戸籍住民課
49-3940

１人 ふるさと納税関係業務、
窓口業務、電話応対

ふるさと納税課
（庁舎３階）

月～金
午前８時 30 分～午後５時
のうち７時間

ふるさと納税課
48-3819

１人

窓口業務、パソコン入力、
電話応対、資料整理

国保年金課
（庁舎１階）

国保年金課
49-6314

１人 健康増進課
（保健ｾﾝﾀｰ） 健康増進課

48-1955
１人 月～金のうち週４日

午前８時 30 分～午後５時のうち 6 時間

４人
新型コロナウイルスワクチン接
種事業事務、窓口業務、パソコ
ン入力、電話応対、資料整理

健康増進課
（ﾜｸﾁﾝ接種

対策室） 月～金
午前８時 30 分～午後５時のうち７時間

１人 税金等収納事務および
公金等日計処理 会計課

（庁舎１階）
会計課

49-3946１人 窓口業務、パソコン入力、
電話応対、資料整理

月～金のうち週４日
午前８時 30 分～午後５時のうち 6 時間

１人 窓口応対、農地関係業
務

農業委員会事務局
（庁舎２階）

月～金
午前８時 30 分～午後５時
のうち７時間

農業委員会事務局
49-3948

１人
農地中間管理事業に関す
る業務、窓口業務、パソコ
ン入力、電話応対、資料整理

産業振興課
（庁舎２階）

産業振興課
49-3943

１人 介護認定に関する窓口応対、
認定審査会申請書類作成

長寿支援課
（庁舎１階）

長寿支援課
49-6313

１人

窓口業務、パソコン入力、
電話応対、資料整理

上下水道課
（浄水場内）

上水道係
48-2037

１人 農業集落排水係
48-2238

１人

生涯学習課
（図書館）

火～日のうち土日を含む週 5 日
午前８時 30 分～午後６時 15 分のうち７時間

生涯学習課
（図書館）
48-4646

１人 火～日のうち土日を含む週３日
午前 8 時 30 分～午後６時
15 分のうち７時間 45 分２人

カウンター業務、書架
整理、資料修理１人

月 5 日
午前 8 時 30 分～午後６時
15 分のうち７時間 45 分

教育支援員
４人 学校生活において支援を必

要とする児童生徒の支援
町内小学校 月～金のうち週２日または３日

５時間程度 時給
1,019 円以上 学校教育課

48-1519３人 町内中学校 月～金のうち週１日または２日
７時間 45 分

学校用務員 ７人 学校長の指示に従う労
務作業 町内小中学校 月～金

午前８時～午後４時

時給
883 円以上調理員 ７人 給食の調理、配送補助、

洗浄業務
特になし

（調理師免許
あれば尚可）

給食センター

月 15 日程度
午前８時 30 分～午後３時 15 分

給食センター
48-1149配送員 ２人 配送、清掃業務 運転免許 月～金

午前 10 時 30 分～午後３時 30 分

事務補助員 １人 窓口業務、パソコン入力、
電話応対、資料整理 特になし 月～金

午前８時 30 分～午後 4 時 30 分 時給
897 円以上事務補助員

（障がい者） ２人 パソコン入力、電話応対、
資料整理

障害者手帳
の交付を受
けている人

要相談
月～金のうち相談
午前 8 時 30 分～午後５時
のうち６時間または 7 時間

総務課
49-6311

※任用人数は、見込みのため変更になる場合があります。
※地方公務員法第 16 条の欠格条項に該当する方は応募できません。
問い合わせ　総務課人事給与係（内線３３２０）
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12 月定例会

■発行／八千代町議会

■編集／議会だより編集委員会№１８４

八千代グリーンビレッジなどの指定管理者の指定を議決

可
決
し
た
議
案
内
容

◇
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部

改
正　

　

茨
城
県
の
国
民
健
康
保
険
運
営

方
針
の
改
定
に
伴
い
、
国
民
健
康

保
険
税
の
賦
課
方
式
を
４
方
式

（
所
得
割
・
資
産
割
・
均
等
割
・

平
等
割
）
か
ら
、
２
方
式
（
所
得

割
・
均
等
割
）
へ
変
更
す
る
も
の
、

子
育
て
世
代
へ
の
負
担
軽
減
措
置

の
導
入
を
す
る
も
の
で
す
。

◇
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改

正　
　

健
康
保
険
法
施
行
令
の
改
正
に

伴
い
、
出
産
育
児
一
時
金
に
係
る

内
容
を
変
更
す
る
も
の
で
す
。

　令和３年第４回定例会は、12 月７日から 14 日までの８日間の日程で開催されました。
　この定例会では、町執行部から令和３年度補正予算をはじめ、条例改正など 10 議案が提案され、審議の結果、
全ての議案を原案のとおり可決しました。
　一般質問は 12 月 13 日と 14 日に行われ、５人の議員が登壇し、町の方針をただしました。

議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより

◇
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）

　

歳
入
歳
出
を
そ
れ
ぞ
れ
55
万
８

０
０
０
円
増
額
し
、
予
算
総
額
２

億
３
４
５
２
万
４
０
０
０
円
と
す

る
も
の
で
す
。

　

歳
出
の
内
容
は
、
人
事
異
動
に

伴
う
職
員
人
件
費
を
増
額
す
る
も

の
で
す
。

◇
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

　

歳
入
歳
出
を
そ
れ
ぞ
れ
３
８
９

１
万
６
０
０
０
円
増
額
し
、
予
算

総
額
を
18
億
８
２
６
４
万
１
０
０

０
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

歳
出
の
内
容
は
、
保
険
給
付
費

３
２
４
０
万
円
、
諸
支
出
金
６
５

１
万
６
０
０
０
円
を
増
額
す
る
も

の
で
す
。

◇
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

歳
入
歳
出
を
そ
れ
ぞ
れ
１
７
０

万
円
増
額
し
、
予
算
総
額
を
２
億

８
８
８
３
万
４
０
０
０
円
と
す
る

も
の
で
す
。

　

歳
出
の
内
容
は
、
農
業
集
落
排

水
事
業
管
理
費
を
増
額
す
る
も
の

で
す
。

◇
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）

　

歳
入
歳
出
を
そ
れ
ぞ
れ
４
億
３

６
９
８
万
６
０
０
０
円
増
額
し
、

予
算
総
額
を
80
億
５
４
５
３
万
１

０
０
０
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

歳
出
の
主
な
内
容
は
、
財
政
調

整
基
金
積
立
金
を
含
む
総
務
管
理

費
３
億
１
１
２
５
万
円
、
町
税
過

誤
納
還
付
金
を
含
む
徴
税
費
１
０

５
万
８
０
０
０
円
、
障
害
者
自
立

支
援
給
付
費
を
含
む
社
会
福
祉
費

１
億
４
４
２
万
１
０
０
０
円
、
児

童
手
当
シ
ス
テ
ム
改
修
業
務
委
託

料
を
含
む
児
童
福
祉
費
１
７
６
万

円
、
時
間
外
・
休
日
の
ワ
ク
チ
ン

会
場
へ
の
医
療
従
事
者
派
遣
委
託

料
を
含
む
保
健
衛
生
費
１
８
５
７

万
円
、
森
林
病
害
虫
対
策
業
務
委

託
料
を
含
む
農
業
費
５
４
４
万
円

を
増
額
す
る
も
の
で
す
。

◇
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
７
号
）

　

歳
入
歳
出
を
そ
れ
ぞ
れ
１
億
５

４
３
９
万
４
０
０
０
円
減
額
し
、

予
算
総
額
を
82
億
８
９
２
万
５
０

０
０
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

歳
出
の
主
な
内
容
は
、
子
育
て

世
帯
へ
の
臨
時
特
別
給
付
金
を
含

む
児
童
福
祉
費
を
増
額
す
る
も
の

で
す
。

● 

条　

例

● 

予　

算

・
所
得
割
… 
被
保
険
者
の
前
年
中

の
総
所
得
金
額
か
ら

基
礎
控
除
を
し
た
後

の
金
額
を
基
に
計
算

さ
れ
ま
す
。

・
資
産
割
… 

被
保
険
者
の
当
年
度

の
固
定
資
産
額
を
基

に
計
算
さ
れ
ま
す
。

・
均
等
割
… 

一
人
当
た
り
の
額
を

被
保
険
者
数
に
掛
け

て
計
算
さ
れ
ま
す
。

・
平
等
割
… 

一
世
帯
に
つ
き
い
く

ら
で
計
算
さ
れ
ま
す
。

　

12
月
定
例
会
は
７
日
に
開
会

し
、
町
執
行
部
か
ら
提
出
さ
れ

た
全
て
の
議
案
を
審
議
・
議
決

し
、
ま
た
、
一
般
質
問
も
全
て

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
14
日
最
終
日
の
本

会
議
休
憩
中
に
、
議
長
、
副
議

長
の
辞
職
の
件
及
び
選
出
方
法

に
つ
い
て
の
協
議
が
ま
と
ま
ら

ず
、
議
長
及
び
６
名
の
議
員
が

帰
宅
し
、
そ
の
後
、
会
議
規
則

で
定
め
ら
れ
た
会
議
時
間
の
午

後
５
時
ま
で
に
再
開
さ
れ
な

か
っ
た
た
め
、
２
件
の
審
議
事

項
を
残
し
て
最
終
日
の
本
会
議

が
「
流

り
ゅ
う
か
い

会
」
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
度
、
町
民
の
皆
さ
ま
に

ご
心
配
を
お
掛
け
し
た
こ
と
に

対
し
ま
し
て
、
心
か
ら
お
詫
び

申
し
上
げ
ま
す
。

※
「
流

り
ゅ
う
か
い

会
」
と
は

　

 　

出
席
人
数
が
定
足
数
に
達

し
な
い
場
合
や
何
ら
か
の
理

由
で
会
議
の
継
続
が
不
可
能

と
な
り
、
閉
会
宣
告
な
ど
が

で
き
ず
に
会
議
時
間
が
終
了

す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

12
月
定
例
会
最
終
日
の

本
会
議
流り

ゅ
う
か
い

会
に
つ
い
て
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◇
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任
同
意

　

現
委
員
が
令
和
３
年
12
月
31
日

を
も
っ
て
任
期
満
了
と
な
る
た

め
、
左
記
の
方
を
再
任
す
る
こ
と

に
同
意
し
ま
し
た
。

　

宮
本
幸さ

ち

こ子
さ
ん
（
天
王
木
番
田
）

　◇
監
査
委
員
の
選
任
同
意

　

現
委
員
が
令
和
３
年
12
月
14
日

を
も
っ
て
辞
職
す
る
た
め
、
左
記

の
方
を
選
任
す
る
こ
と
に
同
意
し

ま
し
た
。

　

宮
本
直た

だ

し志
さ
ん
（
天
王
木
番
田
）

◇
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指

定
　

令
和
４
年
４
月
か
ら
令
和
９
年

３
月
ま
で
の
５
年
間
、
公
の
施
設

で
あ
る
八
千
代
グ
リ
ー
ン
ビ
レ
ッ

ジ
・
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
八
千
代

の
２
施
設
の
指
定
管
理
者
と
し

て
、
株
式
会
社
ク
リ
ー
ン
工
房
を

指
定
す
る
も
の
で
す
。

　

令
和
３
年
第
３
回
臨
時
会
は
10

月
18
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
臨
時
会
で
は
、
補
正
予
算
１
議

案
が
提
案
さ
れ
、
原
案
の
と
お
り

可
決
し
ま
し
た
。

◇
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

　

歳
入
歳
出
を
そ
れ
ぞ
れ
３
５
９

６
万
５
０
０
０
円
増
額
し
、
予
算

総
額
を
76
億
１
７
５
４
万
５
０
０

０
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

歳
出
の
内
容
は
、
商
品
券
配
布

事
業
負
担
金
を
含
む
企
画
費
８
６

７
万
５
０
０
０
円
、
営
業
時
間
短

縮
要
請
等
関
連
事
業
者
支
援
一
時

金
を
含
む
商
工
振
興
費
２
０
６
０

万
円
、
小
中
学
校
へ
の
Ｃ
Ｏ
２
モ

ニ
タ
ー
購
入
費
を
含
む
事
務
局
費

45
万
円
、
中
学
校
へ
の
電
子
黒
板

購
入
費
を
含
む
中
学
校
費
６
２
４

万
円
を
増
額
す
る
も
の
で
す
。

取り壊しになる旧学校給食センター
（菅谷地内）

● 

人　

事

● 

そ
の
他

● 

予　

算

第
３
回
臨
時
会

議
会
に
関
す
る
情
報
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

　

八
千
代
町
議
会
で
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
て

議
会
に
関
す
る
情
報
を
発
信

し
て
い
ま
す
。

・
議
員
の
紹
介

・
議
会
の
仕
組
み

・
議
会
の
傍
聴

・ 

会
議
（
定
例
会
、
臨
時
会
）

の
審
議
結
果
、
会
議
録

・ 

議
会
だ
よ
り
バ
ッ
ク
ナ
ン

バ
ー　
　
　
　
　
　

な
ど

　

「
請
願
」
「
陳
情
」
は
、
国
や

地
方
公
共
団
体
な
ど
の
公
共
機

関
に
対
す
る
要
望
を
議
会
に
訴

え
る
手
段
の
こ
と
で
す
。

　

「
請
願
」
と
「
陳
情
」
で
は

提
出
の
方
法
や
取
り
扱
い
が
異

な
り
ま
す
。

請
願
・
陳
情
は

ど
な
た
で
も
提
出
で
き
ま
す

○
請
願

　

そ
の
趣
旨
に
賛
同
す
る

議
員
の
紹
介
が
必
要
で
す
。

　

そ
の
内
容
を
所
管
す
る

常
任
委
員
会
で
審
議
し
ま

す
。

○
陳
情

　

議
員
の
紹
介
は
不
要
で

す
。

　

提
出
さ
れ
た
陳
情
の
写

し
を
全
議
員
に
配
布
し
ま

す
。

※ 

そ
の
他
、
詳
し
く
は
議
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

八千代町　議会

議会のホームページは
こちらから！

クラインガルテン キャンプ場と憩遊館の露天風呂
（グリーンビレッジ内施設）
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ま
た
、
コ
ー
チ
ン
グ
に
つ
い
て

は
、
茨
城
県
自
治
研
修
所
等
で
開

催
さ
れ
て
い
る
研
修
に
職
員
を
派

遣
し
て
い
ま
す
。

町　

長　

職
員
間
で
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
合
い
な
が
ら

職
場
を
活
性
化
さ
せ
、
ひ
い
て
は

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
に
つ

な
が
る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

成
年
後
見
制
度
は
、
認
知
症
な

ど
で
判
断
が
十
分
に
で
き
な
い
人

に
代
わ
っ
て
、
成
年
後
見
人
が
財

産
の
管
理
や
契
約
な
ど
を
行
う
制

度
で
す
。
成
年
後
見
人
の
役
割
は

今
後
ま
す
ま
す
増
え
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
ま
す
。
成
年
後
見
人
の
養

成
に
対
す
る
町
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

保
健
福
祉
部
長　

町
単
独
で
成
年

後
見
人
の
養
成
を
行
う
こ
と
は
難

し
い
部
分
も
あ
る
た
め
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
等
が
開
催
す
る
研
修
の
受
講

料
を
補
助
す
る
制
度
を
設
け
て
い

ま
す
が
、
令
和
元
年
度
以
降
、
利

用
者
が
い
な
い
状
況
で
す
。

　

高
齢
者
が
増
加
す
る
中
、
成
年

後
見
制
度
を
必
要
と
す
る
人
が
増

え
て
い
く
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、

町
と
し
て
も
そ
れ
に
対
応
す
る
体

制
を
整
え
て
い
く
考
え
で
す
。

　

近
年
、
町
内
で
耕
作
放
棄
地
と

見
ら
れ
る
水
田
や
畑
が
増
え
て
い

る
の
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
農
地

の
借
り
手
の
農
家
が
高
齢
を
理
由

に
農
業
を
畳
む
話
を
聞
き
、
貸
借

を
解
消
さ
れ
る
と
困
る
と
い
う
よ 増田 光利 議員

耕
作
放
棄
地
へ
の
対
策
に
つ
い
て

う
な
話
も
貸
し
手
の
人
か
ら
聞
き

ま
す
。
農
地
が
耕
作
放
棄
地
と

な
っ
て
し
ま
う
と
、
そ
の
管
理
も

問
題
に
な
り
ま
す
。
空
き
缶
、
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
な
ど
の
廃
棄
物
が
増

え
、
不
法
投
棄
の
温
床
に
も
な
り

か
ね
ま
せ
ん
。
放
棄
す
る
期
間
が

長
く
な
る
と
、
木
が
生
え
る
な
ど
、

農
地
と
し
て
復
元
す
る
こ
と
が
困

難
に
な
る
悪
循
環
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
町
と
し
て
の
対
策
を
伺

い
ま
す
。

産
業
建
設
部
長　

荒
廃
農
地
の
発

生
防
止
や
解
消
に
向
け
、
町
で
は

「
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
事
業
」

を
活
用
し
、
農
地
利
用
に
関
し
て

地
域
ぐ
る
み
で
話
し
合
い
や
共
同

活
動
を
行
う
こ
と
へ
の
支
援
を
し

て
い
ま
す
。

　

農
地
の
管
理
は
所
有
者
等
が
行

う
こ
と
が
基
本
と
な
っ
て
き
ま

す
。
不
法
投
棄
の
対
策
と
し
て
、

町
で
は
日
々
、
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行

う
と
と
も
に
、
各
行
政
区
の
副
区

長
に
「
産
業
廃
棄
物
不
法
投
棄
監

視
員
」
を
委
嘱
し
、
不
法
投
棄
へ

の
注
意
を
払
っ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

が
、
小
学
校
で
は
未
整
備
で
す
。

洪
水
時
に
浸
水
が
想
定
さ
れ
る
地

域
で
は
校
舎
１
階
を
避
け
る
な
ど

の
条
件
も
あ
り
ま
す
の
で
、
各
学

校
の
状
況
に
合
わ
せ
た
整
備
を
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

　

心
の
病
は
誰
も
が
な
り
得
る
も

の
で
す
。
職
員
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
対
策
で
は
、
本
人
を
孤
立
さ
せ

ず
、
周
囲
が
手
を
差
し
伸
べ
る
こ

と
が
重
要
で
す
。
コ
ー
チ
ン
グ
と

い
わ
れ
る
手
法
で
は
、
本
人
の
自

主
性
を
引
き
出
し
つ
つ
、
メ
ン
タ

ル
面
で
効
果
が
あ
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
町
の
コ
ー
チ
ン
グ
に
関

す
る
取
り
組
み
を
伺
い
ま
す
。

総
務
部
長　

職
員
の
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
対
策
と
し
て
、
新
規
採
用
職

員
に
対
す
る
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
研

修
や
採
用
２
年
目
の
職
員
に
よ
る

新
人
フ
ォ
ロ
ー
研
修
、
全
職
員
に

対
す
る
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
な
ど

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

学

校

体

育

館

の

教

育
・

防

災

の

両

立

に

つ

い

て

　

学
校
の
体
育
館
に
は
、
災
害
時

に
備
え
防
災
用
の
備
品
が
搬
入
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
器
具
庫
や
更
衣

室
へ
の
収
納
も
見
ら
れ
、
体
育
館

本
来
の
機
能
を
阻
害
し
て
し
ま
っ

て
い
る
部
分
も
あ
り
ま
す
。

　

改
め
て
各
学
校
に
防
災
用
備
品

を
保
管
す
る
た
め
の
倉
庫
を
整
備

す
る
計
画
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

総
務
部
長　

各
学
校
に
は
、
避
難

所
を
開
設
す
る
た
め
に
必
要
な
物

資
や
食
料
、
飲
料
水
な
ど
を
備
蓄

し
て
い
ま
す
。
置
き
場
所
に
は
学

校
と
協
議
を
し
た
上
で
、
空
き
教

室
や
体
育
館
の
空
い
た
ス
ペ
ー
ス

を
活
用
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
町
内
に
防
災
備
蓄
倉
庫

を
４
カ
所
、
６
棟
設
置
し
て
い
ま

す
。
中
学
校
に
は
校
舎
内
に
防
災

備
蓄
倉
庫
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す 谷中 理矩 議員

町
政
を
問
う
！　

一
般
質
問
に
５
名
が
登
壇

町が設置する

防災備蓄倉庫

不法投棄を招かないよう対策を
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当
町
へ
の
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ

い
て
は
、
国
内
さ
ま
ざ
ま
な
地
域

か
ら
寄
付
が
さ
れ
て
い
る
と
聞
い

て
い
ま
す
。
地
域
ご
と
の
寄
付
の

件
数
を
お
聞
き
し
ま
す
。
ま
た
、

寄
付
を
受
け
入
れ
た
際
に
は
寄
付

　

菅
谷
地
内
の
八
千
代
工
業
団
地

に
は
自
動
車
部
品
等
製
造
業
者
や

食
品
製
造
業
者
が
進
出
し
て
い
ま

す
が
、
今
後
そ
れ
ら
全
て
の
会
社

が
操
業
を
開
始
し
た
と
き
、
付
近

の
道
路
の
渋
滞
が
懸
念
さ
れ
ま

す
。
町
の
対
策
を
お
聞
き
し
ま
す
。

産
業
建
設
部
長　

渋
滞
の
緩
和
策

と
し
て
、
信
号
機
の
停
止
時
間
の

調
整
や
時
差
式
信
号
機
へ
の
変
更

の
ほ
か
、
交
差
点
の
改
良
工
事
、

道
路
の
４
車
線
化
が
考
え
ら
れ
ま

す
。

企
画
財
政
部
長　

食
品
製
造
業
者

に
聞
き
取
り
を
し
た
と
こ
ろ
、
操

業
開
始
時
は
順
次
生
産
ラ
イ
ン
を

稼
働
さ
せ
て
い
く
こ
と
や
二
交
代

制
な
ど
に
よ
り
、
極
端
に
通
勤
が

集
中
す
る
見
込
み
で
は
な
い
こ
と

を
確
認
し
て
い
ま
す
。

大久保 敏夫 議員

ふ

る

さ

と

納

税

に

つ

い

て

者
に
対
し
て
返
礼
品
を
送
付
し
て

い
ま
す
が
、
返
礼
品
の
状
況
に
つ

い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

秘
書
公
室
長　

令
和
２
年
度
で

は
、
北
海
道
か
ら
３
２
０
件
、
東

北
地
方
か
ら
３
０
６
件
、
関
東
地

方
か
ら
７
７
４
４
件
、
中
部
地
方

か
ら
２
０
９
８
件
、
近
畿
地
方
か

ら
２
６
２
１
件
、
中
国
地
方
か
ら

４
４
４
件
、
四
国
地
方
か
ら
１
９

３
件
、
九
州
・
沖
縄
地
方
か
ら
７

１
８
件
の
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

北
海
道
か
ら
九
州
・
沖
縄
ま
で
全

国
各
地
か
ら
満
遍
な
く
寄
付
を
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

返
礼
品
は
、
八
千
代
町
産
の
も

の
を
基
本
と
し
て
、
約
３
０
０
品

目
を
用
意
し
て
お
り
、
特
に
米
を

返
礼
品
と
し
て
希
望
す
る
申
し
込

み
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

町　

長　

ふ
る
さ
と
納
税
の
強
化

を
公
約
と
し
、
新
た
に
ふ
る
さ
と

納
税
課
を
設
け
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。
先
進
自
治
体
の
ノ
ウ
ハ
ウ

を
吸
収
し
な
が
ら
、
今
後
寄
付
額

を
さ
ら
に
増
や
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

ほ
か
、
相
当
な
時
間
と
労
力
を
要

し
た
も
の
と
聞
い
て
い
る
こ
と
か

ら
、
先
生
、
生
徒
の
負
担
を
極
力

抑
え
る
た
め
に
も
、
開
催
時
期
や

規
模
、
形
式
な
ど
、
検
討
を
要
す

る
部
分
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う

な
こ
と
か
ら
、
毎
年
の
開
催
は
難

し
い
か
と
思
い
ま
す
が
、
定
期
的

な
開
催
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

当
町
に
は
技
能
実
習
生
や
外
国

人
労
働
者
が
多
く
、
以
前
に
も
外

国
人
と
の
共
生
に
つ
い
て
質
問
を

し
ま
し
た
。
当
町
で
生
活
す
る
人

た
ち
が
安
心
、
安
全
に
暮
ら
し
て

い
く
た
め
に
は
、
町
が
民
間
事
業

者
と
連
携
す
る
こ
と
も
必
要
に

な
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
て
い
ま
す
。
町
の
対
策
と
取
り

組
み
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

企
画
財
政
部
長　

町
で
は
、
外
国

語
表
記
に
よ
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

チ
ラ
シ
の
配
布
を
行
い
、
ご
み
の

分
別
の
仕
方
な
ど
の
身
近
な
生
活

情
報
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

「
こ
ど
も
議
会
」
の
継
続
に
つ
い
て

　

町
制
施
行
50
周
年
記
念
事
業
と

し
て
「
こ
ど
も
議
会
」
が
行
わ
れ
、

18
名
の
中
学
生
が
こ
ど
も
議
員
と

し
て
参
加
し
て
一
般
質
問
を
行
い

ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
主
権
者

意
識
を
育
む
大
変
有
意
義
な
事
業

で
あ
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
今

後
、
引
き
続
き
「
こ
ど
も
議
会
」

を
実
施
し
て
い
く
考
え
が
あ
る

か
、
お
聞
き
し
ま
す
。

町　

長　

今
回
、
参
加
者
が
自
分

で
質
問
の
テ
ー
マ
を
決
め
、
発
言

す
る
内
容
の
作
文
を
し
、
発
表
し

て
も
ら
い
ま
し
た
が
、
そ
の
過
程

で
の
情
報
収
集
や
議
場
で
発
言
を

す
る
機
会
な
ど
、
こ
ど
も
議
会

を
通
じ
て
得
ら
れ
る
こ
と
は
多

く
、
政
治
や
ま
ち
づ
く
り
に
関
心

を
持
つ
こ
と
は
、
大
変
貴
重
で
有

意
義
な
取
り
組
み
で
あ
っ
た
と
実

感
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
質
問

の
作
成
に
は
通
常
の
学
校
活
動
の 関 眞幸 議員

　

ま
た
、
役
場
来
庁
者
へ
の
対
応

の
た
め
、
各
窓
口
に
自
動
音
声
翻

訳
機
を
配
置
し
て
い
ま
す
。

町　

長　

外
国
人
の
監
理
団
体
な

ど
と
連
携
し
、
多
文
化
共
生
に
つ

い
て
協
議
す
る
場
の
設
立
を
目
指

し
ま
す
。

返礼品で町の魅力もＰＲ

11月に行われた「こども議会」
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を
活
用
し
、
農
地
の
集
積
、
集
約

化
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
持
続
的
な
振
興
に
向
け

て
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
「
ス
マ
ー

ト
農
業
」
や
、
新
た
な
品
目
導
入

に
向
け
た
「
高
収
益
作
物
導
入
支

援
事
業
」
な
ど
、
農
業
者
へ
の
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

町　

長　

茨
城
県
と
連
携
し
て
ブ

ド
ウ
な
ど
の
新
規
作
物
の
普
及
促

進
を
図
る
な
ど
、
農
業
が
魅
力
の

あ
る
職
業
で
あ
る
と
認
識
さ
れ
る

よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

消
費
者
の
低
価
格
志
向
や
コ
ロ

ナ
禍
に
よ
り
農
産
物
の
販
売
に
多

大
な
影
響
が
生
じ
て
い
ま
す
。
海

外
へ
の
輸
出
な
ど
、
販
路
を
拡
大

す
る
た
め
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

副
町
長　

農
産
物
の
海
外
へ
の
輸

出
は
メ
ロ
ン
、
米
、
お
茶
な
ど
の

成
功
事
例
も
あ
り
ま
す
が
、
鮮
度

の
管
理
や
輸
送
コ
ス
ト
な
ど
の
課

題
が
あ
り
ま
す
。

農
業
の
成
長
産
業
化
に
つ
い
て

　

農
業
の
担
い
手
不
足
が
全
国
的

に
顕
著
で
あ
り
、
国
、
県
と
も
に

手
を
尽
く
し
て
い
ま
す
が
歯
止
め

が
か
か
ら
な
い
状
況
で
す
。
今
後
、

農
家
の
経
営
基
盤
を
強
化
す
る
た

め
に
は
、
農
業
生
産
基
盤
の
整
備

や
、
農
地
の
集
積
・
集
約
化
が
必

須
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
茨
城
県

知
事
も
、
農
林
水
産
業
を
若
者
に

魅
力
の
あ
る
産
業
と
す
る
た
め
、

農
業
分
野
で
は
農
地
の
集
積
・
集

約
化
、
ブ
ラ
ン
ド
強
化
、
販
路
拡

大
な
ど
、
所
得
向
上
を
目
指
し
、

担
い
手
を
確
保
し
て
い
く
方
針
を

打
ち
出
し
て
い
ま
す
。
農
業
の
生

産
額
向
上
に
向
け
た
当
町
の
取
り

組
み
を
伺
い
ま
す
。

産
業
建
設
部
長　

農
業
の
機
械

化
、
大
規
模
化
が
進
展
す
る
こ
と

に
よ
り
、
農
地
の
集
積
、
集
約
化

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
茨
城
県

が
行
う
「
農
地
中
間
管
理
事
業
」

安田 忠司 議員

　

販
売
を
有
利
に
、
安
定
的
に
行

う
た
め
に
は
、
消
費
者
の
ニ
ー
ズ

を
把
握
し
て
求
め
ら
れ
る
も
の
を

生
産
す
る
こ
と
や
、
地
域
に
合
っ

た
品
種
を
導
入
し
て
売
り
込
む
こ

と
な
ど
が
重
要
で
す
。
生
産
者
の

経
営
安
定
に
つ
な
が
る
よ
う
、
支

援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

普及を図っている
ブドウとサツマイモ

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
対
策
を
取
り
な
が
ら
議
会
を
行
っ
て
い
ま
す

　

町
議
会
で
は
、
執
行
機
関
で
あ
る
町
長
か
ら
提
案
さ
れ
る
条

例
や
予
算
な
ど
議
案
の
審
議
を
中
断
さ
せ
る
こ
と
が
な
い
よ
う

に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
を
防
止
し
な
が
ら
、

議
会
運
営
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

・ 

議
会
出
席
者
は
、マ
ス
ク
の
着
用
、手
指
の
消
毒
、咳
エ
チ
ケ
ッ

ト
の
励
行
、
健
康
状
態
の
チ
ェ
ッ
ク
を
行
っ
て
い
ま
す
。

・ 

一
般
質
問
で
は
、
質
問
の
発
言
事
項
を
搾
る
と
と
も
に
、
簡

潔
な
質
問
と
簡
潔
な
答
弁
に
心
が
け
、
時
間
の
短
縮
に
努
め

て
い
ま
す
。

・ 

議
会
を
傍
聴
す
る
場
合
に
は
、
議
会
出
席
者
と
同
様
に
取
り

組
ん
で
い
た
だ
き
、
座
席
間
隔
の
確
保
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

よ
り
多
く
の
皆
さ
ん
に
議

会
を
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ

く
た
め
に
、
議
会
傍
聴
や
施

設
見
学
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
各
種
団
体
や
学
校
の
社

会
見
学
に
お
取
り
入
れ
く
だ

さ
い
。

　

次
の
定
例
会
は
３
月
に
行

い
ま
す
。
詳
し
い
日
程
は
議

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

議
会
を傍

聴
し
ま
せ
ん
か
？

　

 

議
会
事
務
局

℡ 

０
２
９
６
‐
48
‐
１
１
１
１

（
内
線
４
１
１
０
）

問

議場は役場４階にあります
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町制施行 50 周年記念事業

八千代町こども議会

　

令
和
３
年
11
月
６
日
、
町
制
施
行
50
周
年
記
念
事
業
と
し
て
、
八
千
代
町
こ

ど
も
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
議
会
で
は
、
町
立
中
学
校
２
校
か
ら
２
年
生
18
名
が
こ
ど
も
議
員
と
し

て
出
席
し
、
町
長
な
ど
町
執
行
部
に
対
す
る
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
ま

た
、
議
事
の
進
行
も
こ
ど
も
議
員
の
中
か
ら
選
出
さ
れ
た
議
長
２
名
が
行
い
ま

し
た
。
こ
ど
も
議
員
全
員
が
、
質
問
を
通
じ
て
町
政
に
関
す
る
疑
問
や
要
望
を

発
表
し
、
そ
れ
に
対
し
て
町
長
と
教
育
長
が
真
摯
に
答
弁
を
行
い
ま
し
た
。

○
こ
ど
も
議
員
と
質
問
事
項

・
議
席
番
号
１
番

中
山
春は

る

か香
さ
ん
（
一
中
）

「
小
・
中
学
校
の
統
合
に
つ
い
て
」

・
議
席
番
号
２
番

飯
村
美み

ゆ

り

百
合
さ
ん
（
東
中
）

「 

八
千
代
町
の
若
者
増
加
に
つ
い
て
」

・
議
席
番
号
３
番

髙
﨑
元げ

ん

さ
ん
（
一
中
）

「 

通
学
路
の
街
路
灯
増
設
に
つ
い
て
」

・
議
席
番
号
４
番

稲
見
哲て

つ

や也
さ
ん
（
東
中
）

「   

八
千
代
町
総
合
体
育
館
の
使
用
に

つ
い
て
」

・
議
席
番
号
５
番

宮
本
素も

と
な
お直

さ
ん
（
一
中
）

「 

八
千
代
町
の
Ｓエ

ス
デ
ィ
ー
ジ
ー
ズ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
」

・
議
席
番
号
６
番

生
沼
流り

ゅ
う
せ
い

星
さ
ん
（
東
中
）

「 

事
故
に
関
す
る
注
意
喚
起
に
つ
い

て
」

・
議
席
番
号
７
番

秋
葉
萌も

え

か花
さ
ん
（
一
中
）

「 

公
共
交
通
機
関
が
少
な
い
こ
と
に

つ
い
て
」

・
議
席
番
号
８
番

島
田
愛あ

い

ね音
さ
ん
（
東
中
）

「 

八
千
代
町
の
農
業
継
承
者
を
増
や

す
た
め
に
」

・
議
席
番
号
９
番

飯
山
朱し

ゅ

り莉
さ
ん
（
一
中
）

「 

八
千
代
町
の
Ｐ
Ｒ
方
法
に
つ
い
て
」

・
議
席
番
号
10
番

エ
ル
フ
ァ
ニ 

エ
レ
ナ
さ
ん
（
東
中
）

「 

八
千
代
町
の
道
路
の
整
備
に
つ
い

て
」

・
議
席
番
号
11
番

杉
本
路み

ち

と人
さ
ん
（
一
中
）

「 

海
洋
セ
ン
タ
ー
の
利
用
に
つ
い
て
」

・
議
席
番
号
12
番
（
議
長
）

太
田
美み

さ

き咲
さ
ん
（
東
中
）

「
八
千
代
町
の
歩
道
に
つ
い
て
」

・
議
席
番
号
13
番

坂
入
汐し

お

さ
ん
（
一
中
）

「
パ
ト
ロ
ー
ル
の
強
化
に
つ
い
て
」

・
議
席
番
号
14
番

小
口
紗さ

わ和
さ
ん
（
東
中
）

「  

八
千
代
町
の
魅
力
ア
ッ
プ
イ
ベ
ン

ト
に
つ
い
て
」

・
議
席
番
号
15
番

染
野
結ゆ

い生
さ
ん
（
一
中
）

「 

ご
み
の
収
集
方
法
に
つ
い
て
」

・
議
席
番
号
16
番

砂
見
爽あ

き

と人
さ
ん
（
東
中
）

「 

町
施
設
の
ネ
ッ
ト
予
約
に
つ
い
て
」

・
議
席
番
号
17
番
（
議
長
）

古
澤
藍あ

い

と斗
さ
ん
（
一
中
）

「 

町
に
ス
ポ
ー
ツ
が
で
き
る
施
設
が

少
な
い
こ
と
に
つ
い
て
」

・
議
席
番
号
18
番

廣
瀬
健け

ん

た汰
さ
ん
（
東
中
）

「
道
路
に
残
さ
れ
た
土
に
つ
い
て
」
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令和４年はたちのつどいを開催

はたちの決意を述べる小口さん

　1 月 9 日、総合体育館で「令和 4 年はたちのつどい」が開催さ
れました。今年成人を迎えたのは、245 人です。
　式典で、野村町長は「皆さんは多くの試練を体験した強い世代
です。日々成長を続ける皆さんが、地域の中で活躍することを大
いに期待しています」と述べ、はたちのつどい実行委員長の小口
慧斗さん（仁江戸東）は「社会の一員として、節度と責任ある行
動を心がけ、家族や社会に対して、今まで受けてきたご恩や思い
やりをいただいた以上に返していきたいです」と決意を述べまし
た。
　旧友や恩師と再会した新成人の皆さんは、思い出話に花を咲か
せ、楽しい時間を過ごしました。


